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‐ 小から中への滑らかな接続にむけて ‐ 

                               我孫子市教育委員会 小中一貫教育推進室 

我孫子市が小中一貫教育で目指す子ども像 

     〇「ふるさと我孫子」を愛し、誇りに思う子ども 
     〇確かな学力を身につけ、夢を持ちチャレンジする子ども     

〇自分に自信を持ち、自他を大切にする子ども 
 

 
 
 
Abi-ふるさと「ゴミのゆくえ」 
１０月１１日に湖北台東小学校４年生で、Abi-キャリアの学習

として、社会科「くらしを支える仕事」の単元で授業が行われまし
た。校外学習で訪れた航空科学博物館や成田空港、空飛ぶ学び舎
ラボでのキャリア講座や見学を通して興味を持った仕事につい
て、児童が一人一台端末を使用してプレゼンテーション資料を作
成し、発表原稿を完成させることを本時の目標として授業が展開
されました。 
発表原稿の作成も一人一台端末を使用し、作成した文書を電子

媒体で提出します。先生から添削を受けて、再修正しました。タイピングや検索、プレゼンテ
ーションソフトを使いこなす児童たちの姿から、普段の授業から使い慣れていることがわかり
ます。 
キャビンアテンダント、グランドスタッフ、パイロット、保安検査員などの職業について、

調べた理由やどうしたらなれるのか、仕事の内容、感じたことを約１分半の時間にまとめるの
に苦労している姿もありましたが、作成進度や同じ職業を調べているグループに分かれ、情報
を確認したり、発表を互いに見合ってアドバイスしたりしていました。 
完成した児童は先生に発表を聞いてもらい、改善のアドバイスを受けると、さらによいもの

にしようと、原稿やプレゼンテーション資料の練り直しを真剣に取り組んでいました。 
ICT を活用しながら、興味を持った仕事について調べ、様々な仕事が私たちの生活を支えて

いることを考える授業として、勤労観等の育成につながる授業でした。どんな発表が行われる
か、次の授業が楽しみになりました。 
 
Abi-キャリア「わたしの町はっけん」 
 １０月１９日に新木小学校２年生で、Abi-キャリアの学習
として、生活科の「わたしの町はっけん」の授業がありまし
た。 
 事前にクラスを３つのグループに分け、グループごとに仕
事場見学へ行き、働いている方へインタビューをしています。
さらに教科横断的な学びとして、国語の授業で「見たこと」
「聞いたこと」「思ったこと」をまとめていました。 
 本時は、３つのグループのうちのＡグループが、他のグル
ープの友達に「見たこと」「聞いたこと」を伝える学習でした。 
 スーパーマーケットでは、「レジ」「商品」「カート」や「お手伝いカード」を見たり、「１日の
客の人数」や「客を集める工夫」など聞いてきたりしたことの報告がありました。また、交番
では「指名手配のポスター」「パトカー」「バイク」を見たり、「1 日の落し物の件数」や「パト
ロールの回数や時間」について聞いてきたりしたことの報告がありました。報告を聞く友達か
らは驚きや納得の声であふれていました。 
 Ａグループの発表を通して、仕事場によって仕事の内容が全然違うことがわかりました。し
かし、どちらの仕事も「新木で生活する人々のために働いている」という共通する部分がある
こともわかり、今後のキャリア教育が楽しみになる学習となりました。 
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Abi-ふるさとの授業実践の様子を紹介するうな～！ 

我孫子市マスコットキャラクター 

「手賀沼のうなきちさん」 
布佐地区キャラクター  

「ふさだ だしお」 

 


